
(57)【要約】

【課題】保管及び使用に便利な内視鏡用の色調整治具を

提供する。

【解決手段】本発明の電子内視鏡の色調整治具は、柱状

の形状をなす治具であって、治具の端部に形成された開

口部から電子内視鏡のカラースコープの先端部が挿入さ

れる３つの中空部を備える。第１中空部内に臨んで先端

部に対向する第１底部はホワイトバランス調整用チャー

トが載置される。第２中空部内に臨んで先端部に対向す

る第２底部、及び第３中空部内に臨んで先端部に対向す

る第３底部は、色調整用チャートが載置される。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、 前 記 治 具 の 端 部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 か ら 電 子 内 視 鏡 の カ
ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 複 数 の 中 空 部 を 備 え 、 前 記 中 空 部 内 に 臨 ん で 前 記 先 端
部 に 対 向 す る 底 部 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト 、 色 調 整 用 チ ャ ー ト の い ず れ か が 載
置 さ れ る 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】
３ つ の 中 空 部 を 備 え 、 第 １ 中 空 部 の 第 １ 底 部 は ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト が 、 第 ２
、 第 ３ 中 空 部 の 第 ２ 、 第 ３ 底 部 は 色 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 色 調 整
治 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 開 口 部 の 径 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 先 端 部 を 挿 入 し た 場 合 に 外 部 か ら 光 が 射 し 込 ま な い 程 度
に 前 記 先 端 部 の 径 よ り も 僅 か に 大 き い 請 求 項 １ に 記 載 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 底 部 の 径 は 、 前 記 開 口 部 の 径 よ り も 大 き く 、 前 記 先 端 部 が 前 記 中 空 部 の 中 で 遊 動 可 能
で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 色 調 整 治 具 は 、 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る 機 器 の い ず れ か に 取 り 付 け ま た は 重 置 可 能 な 程
度 の 大 き さ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ６ 】
柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、 前 記 治 具 の 一 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 か ら 電 子 内 視
鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 第 １ 中 空 部 を 備 え 、 前 記 第 １ 中 空 部 内 に 臨 ん で
前 記 先 端 部 に 対 向 す る 第 １ 底 部 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ る 第 １ 容 器
と 、 前 記 治 具 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 か ら 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部
が 挿 入 さ れ る 第 ２ 中 空 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 中 空 部 内 に 臨 ん で 前 記 先 端 部 に 対 向 す る 第
２ 底 部 に 色 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ る 第 ２ 容 器 と が 、 前 記 第 １ 底 部 側 と 前 記 第 ２ 底 部 側
で 固 定 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ７ 】
柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、
前 記 治 具 の 一 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 と 、
前 記 治 具 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 と 、
前 記 第 １ 開 口 部 と 前 記 第 ２ 開 口 部 と を 貫 通 し 、 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿
入 可 能 な 中 空 部 と 、
前 記 第 ２ 開 口 部 近 傍 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 蓋 体 と を 備 え 、
前 記 蓋 体 は 、 一 方 の 面 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト 、 他 方 の 面 に 色 調 整 用 チ ャ ー ト
が 載 置 さ れ 、 前 記 蓋 体 の 移 動 に よ り 、 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト 、 ま た は 色 調
整 用 チ ャ ー ト の い ず れ か が 前 記 中 空 部 を 介 し て 前 記 第 １ 開 口 部 か ら 観 察 可 能 で あ る 電 子 内
視 鏡 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 蓋 体 の 移 動 は 、 前 記 蓋 体 の 中 心 を 通 り 前 記 第 ２ 開 口 部 に 軸 支 さ れ た 回 動 軸 を 中 心 と し
た 回 動 に よ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 ９ 】
柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、
前 記 治 具 の 一 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 と 、
前 記 治 具 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 と 、
前 記 第 １ 開 口 部 と 前 記 第 ２ 開 口 部 と を 挿 通 し 、 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿
入 可 能 な 中 空 部 と 、
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト 及 び 色 調 整 用 チ ャ ー ト が 同 一 面 上 に 載 置 さ れ 、 前 記 第 ２
開 口 部 近 傍 に 配 置 さ れ た 蓋 体 と 、 前 記 蓋 体 の 前 記 第 ２ 開 口 部 に 臨 む 部 分 を 前 記 第 ２ 開 口 部
と 相 対 移 動 可 能 に 保 持 す る 保 持 機 構 と を 備 え 、
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前 記 蓋 体 の 相 対 移 動 に よ り 、 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ま た は 前 記 色 調 整 用 チ
ャ ー ト の い ず れ か が 前 記 中 空 部 を 介 し て 前 記 第 １ 開 口 部 か ら 観 察 可 能 で あ る 電 子 内 視 鏡 の
色 調 整 治 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 保 持 機 構 は 、 前 記 蓋 体 の 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ た 面 に 垂 直
な 回 動 軸 で あ っ て 、 前 記 蓋 体 を 回 動 自 在 に 軸 支 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 電
子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 内 視 鏡 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 を 行 う 治 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
体 腔 内 の 観 察 や 検 査 を 行 う 等 、 近 年 医 療 用 分 野 で 広 く 用 い ら れ て い る 内 視 鏡 装 置 は 、 撮 像
部 、 照 明 部 と を 有 す る カ ラ ー ス コ ー プ と 、 カ ラ ー ス コ ー プ の 照 明 部 に 光 を 供 給 す る 照 明 用
光 源 部 、 カ ラ ー ス コ ー プ で 撮 像 し た 信 号 を カ ラ ー プ リ ン タ 及 び カ ラ ー モ ニ タ で 出 力 可 能 な
信 号 に 変 換 し 伝 達 す る カ ラ ー プ ロ セ ッ サ と 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ で 変 換 し た 信 号 に つ い て ハ
ー ド コ ピ ー を 行 う カ ラ ー プ リ ン タ と 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ で 変 換 し た 信 号 に つ い て ソ フ ト コ
ピ ー を 行 う カ ラ ー モ ニ タ な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 視 鏡 装 置 は 、 体 腔 内 の 観 察 や 検 査 を 行 う た め 、 で き る 限 り 実 物 に 近 い 色 で 撮 像 及 び 出 力
さ れ る こ と が 望 ま し い 。 従 っ て 、 カ ラ ー ス コ ー プ の 特 性 、 照 明 用 光 源 の 特 性 な ど を 考 慮 し
た 色 調 整 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ は 、 複 数 あ る 特 定 の 測 定 板 を 特 定 の 測 定 容 器 に 設 置 し 、 こ の 測 定 容 器 に カ ラ ー
ス コ ー プ の 先 端 部 を 挿 入 し 、 測 定 板 を 観 察 す る こ と で カ ラ ー ス コ ー プ や カ ラ ー プ ロ セ ッ サ
な ど の 色 調 整 を 行 う 治 具 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － １ ３ ７ ６ ９ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 こ の 発 明 で は 、 複 数 の 測 定 板 を 用 意 し 、 こ れ ら を 常 に 持 ち 合 わ せ て お く 必 要 が あ
る 。 ま た 、 測 定 装 置 が 大 き い た め 、 内 視 鏡 と は 別 に 保 管 す る 場 所 が 必 要 に な る 。 従 っ て 、
実 際 に 色 調 整 を 行 う 必 要 が あ る と き に 、 見 つ か ら な か っ た り 、 紛 失 し て い た り す る お そ れ
が あ る 。 特 に 、 内 視 鏡 装 置 の 使 用 頻 度 と 色 調 整 を 行 う 頻 度 の 差 、 さ ら に は 、 色 調 整 治 具 の
中 で も 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 調 整 す る 治 具 と 、 他 の 色 調 整 を 行 う 治 具 で は 、 使 用 頻 度 に 差
が あ る た め 、 い ず れ か の 治 具 だ け が 見 つ か ら な い 事 態 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 目 的 は 、 保 管 及 び 使 用 に 便 利 な 内 視 鏡 用 の 色 調 整 治 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 は 、 柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で
あ っ て 、 前 記 治 具 の 端 部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 か ら 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が
挿 入 さ れ る 複 数 の 中 空 部 を 備 え 、 中 空 部 内 に 臨 ん で 先 端 部 に 対 向 す る 底 部 に ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト 、 色 調 整 用 チ ャ ー ト の い ず れ か が 載 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ワ イ ト
バ ラ ン ス 調 整 用 の 治 具 と 、 他 の 色 調 整 用 治 具 が 一 体 と な り 、 保 管 及 び 使 用 が 便 利 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し く は 、 ３ つ の 中 空 部 を 備 え 、 第 １ 中 空 部 の 第 １ 底 部 は ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ
ー ト が 、 第 ２ 、 第 ３ 中 空 部 の 第 ２ 、 第 ３ 底 部 は 色 調 整 用 チ ャ ー ト を 載 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 好 ま し く は 、 開 口 部 の 径 は 、 そ れ ぞ れ 先 端 部 を 挿 入 し た 場 合 に 外 部 か ら 光 が 射 し 込
ま な い 程 度 に 先 端 部 の 径 よ り も 僅 か に 大 き い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 好 ま し く は 、 底 部 の 径 は 、 開 口 部 の 径 よ り も 大 き く 、 先 端 部 が 中 空 部 の 中 で 遊 動 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 好 ま し く は 、 色 調 整 治 具 は 、 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る 機 器 の い ず れ か に 取 り 付 け ま た
は 重 置 可 能 な 程 度 の 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 は 、 柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、 治 具 の 一 端 部 に 形 成
さ れ た 第 １ 開 口 部 か ら 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 第 １ 中 空 部 を 備
え 、 第 １ 中 空 部 内 に 臨 ん で 先 端 部 に 対 向 す る 第 １ 底 部 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト
が 載 置 さ れ る 第 １ 容 器 と 、 治 具 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 か ら 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー
ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 第 ２ 中 空 部 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 中 空 部 内 に 臨 ん で 先 端 部 に 対
向 す る 第 ２ 底 部 に 色 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ る 第 ２ 容 器 と が 、 第 １ 底 部 側 と 第 ２ 底 部 側
で 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 の 治 具 と 、 他 の 色 調 整 の 中 で 特 に 重
要 な 色 調 整 治 具 ２ つ が 一 体 と な り 、 保 管 及 び 使 用 が さ ら に 便 利 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 は 、 柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、 治 具 の 一 端 部 に 形 成
さ れ た 第 １ 開 口 部 と 、 治 具 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 と 、 第 １ 開 口 部 と 第 ２ 開 口 部
と を 貫 通 し 、 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 中 空 部 と 、 第 ２ 開 口 部 近
傍 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 蓋 体 と を 備 え 、 蓋 体 は 、 一 方 の 面 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ
ャ ー ト 、 他 方 の 面 に 色 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ 、 蓋 体 の 移 動 に よ り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス
調 整 用 チ ャ ー ト 、 ま た は 色 調 整 用 チ ャ ー ト の い ず れ か が 中 空 部 を 介 し て 第 １ 開 口 部 か ら 観
察 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 の 治 具 と 、 他 の 色 調 整 の 中 で 特 に 重
要 な 色 調 整 治 具 の １ つ が 一 体 か つ カ ラ ー ス コ ー プ の 挿 入 口 が １ つ に な り 、 保 管 及 び 使 用 が
さ ら に 便 利 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
好 ま し く は 、 蓋 体 の 移 動 は 、 蓋 体 の 中 心 を 通 り 第 ２ 開 口 部 に 軸 支 さ れ た 回 動 軸 を 中 心 と し
た 回 動 に よ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 電 子 内 視 鏡 の 色 調 整 治 具 は 、 柱 状 の 形 状 を な す 治 具 で あ っ て 、 治 具 の 一 端 部 に 形 成
さ れ た 第 １ 開 口 部 と 、 治 具 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 と 、 第 １ 開 口 部 と 第 ２ 開 口 部
と を 挿 通 し 、 電 子 内 視 鏡 の カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 中 空 部 と 、 ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト 及 び 色 調 整 用 チ ャ ー ト が 同 一 面 上 に 載 置 さ れ 、 第 ２ 開 口 部 近 傍 に 配 置
さ れ た 蓋 体 と 、 蓋 体 の 第 ２ 開 口 部 に 臨 む 部 分 を 第 ２ 開 口 部 と 相 対 移 動 可 能 に 保 持 す る 保 持
機 構 と を 備 え 、 蓋 体 の 相 対 移 動 に よ り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ま た は 色 調 整 用
チ ャ ー ト の い ず れ か が 中 空 部 を 介 し て 第 １ 開 口 部 か ら 観 察 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ワ
イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 の 治 具 と 、 他 の 色 調 整 の 中 で 特 に 重 要 な 色 調 整 治 具 １ つ が 一 体 か つ カ
ラ ー ス コ ー プ の 挿 入 口 が １ つ に な り 、 保 管 及 び 使 用 が さ ら に 便 利 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
好 ま し く は 、 保 持 機 構 は 、 蓋 体 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト が 載 置 さ れ た 面 に 垂 直
な 回 動 軸 で あ っ て 、 蓋 体 を 回 動 自 在 に 軸 支 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て カ ラ ー ス コ ー プ 及 び カ ラ ー プ ロ セ ッ サ の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整
及 び 色 調 整 で 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 で 説 明 す る 総 て の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 を 示
す 。 内 視 鏡 装 置 は 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ と 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ と 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０
と を 有 す る 。 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 制 御 に よ り 、 被 写 体 を 撮 像
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し 、 撮 像 に よ り 得 ら れ た 電 気 信 号 は カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ に よ っ て カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ で 出
力 が 可 能 な 画 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た 画 像 信 号 は ア ナ ロ グ 信 号 で カ ラ ー モ ニ タ ４
０ に 伝 達 さ れ る 。 伝 達 さ れ た 画 像 信 号 は 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ に よ っ て ソ フ ト コ ピ ー す な わ
ち 出 力 （ 画 面 表 示 ） さ れ る 。 使 用 者 は 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ に よ る 出 力 結 果 に よ り 、 カ ラ ー
ス コ ー プ １ ０ で 撮 像 さ れ た 被 写 体 映 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ は 、 そ の 先 端 部 １ １ に 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 を 有 す る 撮 像 部 １ １ ａ
と 、 暗 い 体 腔 内 の 被 写 体 を 照 明 す る 照 明 用 レ ン ズ を 有 す る 照 明 部 １ １ ｂ な ど か ら 構 成 さ れ
、 照 明 部 １ １ ｂ が 被 写 体 に 適 度 な 光 を 供 給 し 、 撮 像 部 １ １ ａ が 被 写 体 を 撮 像 し 電 気 信 号 に
変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ は 、 Ｄ Ｓ Ｐ な ど の 信 号 処 理 部 ２ １ を 有 し て お り 、 カ ラ ー ス コ ー プ １
０ で 撮 像 し 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ で 出 力 で き る 画 像 信 号 に 変 換 し 、 そ
の 信 号 を 伝 達 す る 。 ま た 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ は 、 光 源 部 ２ ２ を 有 し て お り 、 光 誘 導 装
置 を 介 し て 、 カ ラ ー ス コ ー プ の 先 端 部 １ １ に あ る 照 明 部 １ １ ｂ に 光 を 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ は 、 色 調 整 装 置 ２ ３ を 有 し て お り 、 使 用 者 の 操 作 に よ っ て ホ ワ イ ト
バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 を 行 う 。 そ れ ぞ れ の 調 整 は 、 後 述 す る 第 １ 色 調 整 治 具 ６ ０ が 有 す
る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ６ １ ｃ 及 び 第 １ 、 第 ２ 色 調 整 用 チ ャ ー ト ６ ２ ｃ 、 ６ ３
ｃ な ど を 撮 像 し た 出 力 結 果 を 使 用 者 が 見 て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ は 、 ア ナ ロ グ の 画 像 信 号 を 取 り 込 ん で 表 示 す る こ と が 可 能 な 市 販 の カ ラ
ー モ ニ タ で あ り 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ で 撮 像 さ れ 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ で 変 換 さ れ て 伝
達 さ れ た 画 像 信 号 を 、 ソ フ ト コ ピ ー 出 力 （ 画 面 表 示 ） す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ６ ０ の 斜 視 図 を 示 す 。 図 ３ は 、 色 調
整 治 具 ６ ０ の 透 視 図 を 示 す 。 本 実 施 形 態 で は 、 使 用 者 が 色 調 整 治 具 ６ ０ を 手 で 把 持 し や す
い よ う に 、 色 調 整 治 具 ６ ０ の 外 形 を 円 柱 と し て い る が 、 他 の 形 状 で あ っ て も 構 わ な い 。 色
調 整 治 具 ６ ０ は 、 そ の 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 開 口 部 ６ １ ａ 、 ６ ２ ａ 、 ６ ３ ａ
か ら カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ が 挿 入 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 中 空 部 ６ １ 、 ６ ２ 、
６ ３ を 備 え る 。 色 調 整 治 具 ６ ０ は 、 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る い ず れ か の 部 分 に 取 り 付 け ま た
は 重 置 す る こ と が 出 来 る 程 度 の 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 １ 中 空 部 ６ １ は 、 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ か ら 挿 入 さ れ る カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ と
対 向 す る 第 １ 底 部 ６ １ ｂ を 有 す る 。 第 １ 中 空 部 ６ １ の 形 状 は 色 調 整 治 具 ６ ０ の 中 心 軸 と 平
行 な 中 心 軸 を 有 す る 円 柱 、 円 錐 台 形 状 ま た は 円 柱 と 円 錐 台 形 状 の 複 合 形 状 が 望 ま し い が 、
カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ は 、 遊 動 可 能 で あ る た め 、 そ の 他 の 形 状 で あ っ て も か ま
わ な い 。 図 示 さ れ る よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 中 空 部 ６ １ の 形 状 は 、 円 柱 と 円 錐 台 形 状
の 複 合 形 状 で あ る 。 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ の 径 は 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ が 挿 入 可
能 で か つ 先 端 部 １ １ が 挿 入 さ れ た 場 合 に 外 部 か ら 光 が 射 し 込 ま な い 程 度 に カ ラ ー ス コ ー プ
１ ０ の 先 端 部 の 径 よ り も 僅 か に 大 き い 。 第 １ 底 部 ６ １ ｂ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ
ー ト ６ １ ｃ が 載 置 さ れ る 。 第 １ 底 部 ６ １ ｂ の 径 は 、 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ の 径 よ り も 大 き く 、
カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ が 第 １ 中 空 部 ６ １ の 中 で 遊 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ６ １ ｃ は 、 全 面 が 白 色 で 構 成 さ れ 、 こ れ を カ ラ ー ス コ ー
プ １ ０ で 撮 像 す る こ と に よ り 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の ホ ワ イ ト
バ ラ ン ス の 調 整 が 可 能 に な る 。 な お 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ６ １ ｃ は 、 白 色 の
構 成 に 替 え て 、 無 彩 色 で あ る 黒 あ る い は 灰 色 と し て 、 明 度 調 整 に 利 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 ２ 、 第 ３ 中 空 部 ６ ２ 、 ６ ３ は 、 第 １ 中 空 部 ６ １ の 構 成 と 同 じ く 、 第 ２ 、 第 ３ 開 口 部 ６ ２
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ａ 、 ６ ３ ａ か ら 挿 入 さ れ る カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ と 対 向 す る 第 ２ 、 第 ３ 底 部 ６
２ ｂ 、 ６ ３ ｂ を 有 す る 。 第 ２ 、 第 ３ 底 部 ６ ２ ｂ 、 ６ ３ ｂ が 載 置 す る チ ャ ー ト ６ ２ ｃ 、 ６ ３
ｃ は 色 調 整 用 チ ャ ー ト で あ り 第 １ 中 空 部 ６ １ の 構 成 と 異 な る 。 第 ２ 底 部 ６ ２ ｂ の 色 調 整 用
チ ャ ー ト ６ ２ ｃ と 第 ３ 底 部 ６ ３ ｂ の 色 調 整 用 ６ ３ ｃ は 色 構 成 が 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
内 視 鏡 装 置 で 撮 像 さ れ る 体 腔 内 は 、 赤 色 と 黄 色 を 主 と し た 構 成 で あ る が 、 イ ン ジ ゴ 染 色 を
行 っ た 場 合 に は 、 赤 色 と 黄 色 に 加 え て 青 色 を 主 と し た 構 成 と な る 。 従 っ て 、 ２ つ の 色 調 整
用 チ ャ ー ト ６ ２ ｃ 、 ６ ３ ｃ の 色 構 成 は 、 一 方 が 赤 色 と 黄 色 を 主 と し 、 他 の 一 方 は 赤 色 と 黄
色 と 青 色 を 主 と す る 。 こ れ を 、 具 体 的 に 、 加 法 混 色 の 三 原 色 で あ る Ｒ （ レ ッ ド ） 、 Ｇ （ グ
リ ー ン ） 、 Ｂ （ ブ ル ー ） で 説 明 す る 。 第 ２ 底 部 ６ ２ ｂ の 色 調 整 用 チ ャ ー ト ６ ２ ｃ は 、 Ｒ と
Ｂ を 一 定 の 割 合 で 混 ぜ 合 わ せ た 複 数 の 色 票 を 並 べ る こ と に よ り 構 成 さ れ る カ ラ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 一 方 、 第 ３ 底 部 の 色 調 整 用 チ ャ ー ト ６ ３ ｃ は 、 Ｒ と Ｇ と Ｂ を 一 定 の 割 合 で 混 ぜ 合
わ せ た 複 数 の 色 票 を 並 べ る こ と に よ り 構 成 さ れ る カ ラ ー チ ャ ー ト で あ る 。 各 色 票 は 同 一 形
状 で あ り 、 色 票 の 並 べ 方 は 、 一 方 向 に 向 か っ て 色 票 ご と の 色 調 が 単 調 に 変 化 す る よ う な グ
ラ デ ー シ ョ ン を 示 す と 色 調 整 は 行 い や す い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ６ ０ を 使 っ た 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ
ッ サ ２ ０ の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま ず 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ を 、 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ か ら 第 １ 中 空 部 ６ １ に 挿 入
す る 。 先 端 部 １ １ は 、 通 常 使 用 に お い て 、 体 腔 内 で 被 写 体 を 撮 像 す る 距 離 と 同 等 の 距 離 に
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ６ １ ｃ が あ る よ う な 位 置 ま で 挿 入 さ れ る 。 カ ラ ー プ ロ セ
ッ サ ２ ０ の 有 す る 光 源 部 ２ ２ の 誘 導 さ れ た 照 明 だ け で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト
６ １ ｃ を 撮 像 す る 。 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ に て 撮 像 さ れ た 電 気 信 号 は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２
０ に お い て 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ で 出 力 可 能 な 画 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ た 画 像 信 号
を カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ で 画 面 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
使 用 者 は 、 画 面 表 示 さ れ た 画 像 を み て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 出 来 て い る か 否 か を 判 断
す る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 出 来 て い な い 場 合 に は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 色 調 整 装
置 ２ ３ を 操 作 し て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 行 う 。 オ ー ト ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 機 能 の あ
る カ ラ ー プ ロ セ ッ サ の 場 合 は 、 こ れ を 自 動 的 に 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 先 端 部 １ １ を 、 第 ２ 開 口 部 ６ ２ ａ か ら 第 ２ 中 空 部 ６ ２ に 挿 入 す る 。 先 端 部 １ １ は 、
通 常 使 用 に お い て 、 体 腔 内 で 被 写 体 を 撮 像 す る 距 離 と 同 等 の 距 離 に 色 調 整 用 チ ャ ー ト ６ ２
ｃ が あ る よ う な 位 置 ま で 挿 入 さ れ る 。 撮 像 か ら 画 面 表 示 の 流 れ は 、 第 １ 中 空 部 ６ １ に 挿 入
し た 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
使 用 者 は 、 画 面 表 示 さ れ た 画 像 を み て 、 色 調 整 の う ち 、 赤 色 と 黄 色 の バ ラ ン ス が 調 整 出 来
て い る か 否 か を 判 断 す る 。 調 整 が 出 来 て い な い 場 合 に は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 色 調 整
装 置 ２ ３ を 操 作 し て 、 色 調 整 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 主 に 色 調 整 装 置 ２ ３ の 有 す る 赤 色 の 強
弱 を 調 整 す る こ と に よ り 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 先 端 部 １ １ を 、 第 ３ 開 口 部 ６ ３ ａ か ら 第 ３ 中 空 部 ６ ３ に 挿 入 す る 。 先 端 部 １ １ が 挿
入 さ れ る 位 置 、 撮 像 か ら 画 面 表 示 の 流 れ は 、 第 ２ 中 空 部 ６ ２ に 挿 入 し た 場 合 と 同 じ で あ る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
使 用 者 は 、 画 面 表 示 さ れ た 画 像 を み て 、 色 調 整 の う ち 、 赤 色 と 黄 色 と 青 色 の バ ラ ン ス が 調
整 出 来 て い る か 否 か を 判 断 す る 。 調 整 が 出 来 て い な い 場 合 に は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の
色 調 整 装 置 ２ ３ を 操 作 し て 、 色 調 整 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 主 に 色 調 整 装 置 ２ ３ の 有 す る 青
色 の 強 弱 を 調 整 す る こ と に よ り 行 う 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
こ れ に よ り 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 、
及 び 色 調 整 が １ つ の 色 調 整 治 具 で 可 能 に な る 。 従 っ て 、 治 具 の 保 管 及 び 使 用 が 便 利 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 内 視 鏡 装 置 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ
る 。 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 色 調 整 治 具 ６ ０ の 代 わ り に 、 色 調 整 治 具 ７ ０ を 用 い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ７ ０ の 斜 視 図 を 示 す 。 図 ５ は 、 色 調
整 治 具 ７ ０ の 透 視 図 を 示 す 。 色 調 整 治 具 ７ ０ は 、 第 １ 、 第 ２ 容 器 ７ １ 、 ７ ２ を 有 す る 。 図
示 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 使 用 者 が 色 調 整 治 具 ７ ０ を 手 で 把 持 し や す い よ う に 、 第
１ 、 第 ２ 容 器 ７ １ 、 ７ ２ の 外 形 を 同 じ 円 柱 と し て い る が 、 他 の 形 状 で あ っ て も 構 わ な い 。
第 １ 、 第 ２ 容 器 ７ １ 、 ７ ２ は 、 内 視 鏡 を 構 成 す る い ず れ か の 部 分 に 取 り 付 け ま た は 重 置 す
る こ と が 出 来 る 程 度 の 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
第 １ 容 器 ７ １ は 、 そ の 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 ７ １ ｂ か ら カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端
部 １ １ が 挿 入 さ れ る 第 １ 中 空 部 ７ １ ａ を 備 え る 。 第 １ 中 空 部 ７ １ ａ は 、 第 １ 開 口 部 ７ １ ｂ
か ら 挿 入 さ れ る カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ と 対 向 す る 第 １ 底 部 ７ １ ｃ を 有 す る 。 第
１ 中 空 部 ７ １ ａ の 形 状 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 中 空 部 ６ １ の 条 件 と 同 じ で
あ る 。 第 １ 開 口 部 ７ １ ｂ の 径 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ の 条 件
と 同 じ で あ る 。 第 １ 底 部 ７ １ ｃ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ７ １ ｄ が 載 置 さ れ る
。 第 １ 底 部 ７ １ ｃ の 径 は 、 第 １ 開 口 部 ７ １ ｂ の 径 よ り も 大 き く 、 先 端 部 １ １ が 第 １ 中 空 部
７ １ ａ の 中 で 遊 動 可 能 で あ る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ７ １ ｄ の 構 成 は 、 第 １ の
実 施 形 態 に お け る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ６ １ ｃ の 構 成 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
第 ２ 容 器 ７ ２ は 、 そ の 端 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 ７ ２ ｂ か ら カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端
部 １ １ が 挿 入 さ れ る 第 ２ 中 空 部 ７ ２ ａ を 備 え る 。 第 ２ 中 空 部 ７ ２ ａ は 、 第 ２ 開 口 部 ７ ２ ｂ
か ら 挿 入 さ れ る カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ と 対 向 す る 第 ２ 底 部 ７ ２ ｃ を 有 す る 。 第
２ 中 空 部 ７ ２ ａ の 形 状 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 中 空 部 ６ １ の 条 件 と 同 じ で
あ る 。 第 ２ 開 口 部 ７ ２ ｂ の 径 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ の 条 件
と 同 じ で あ る 。 第 ２ 底 部 ７ ２ ｃ は 、 色 調 整 用 チ ャ ー ト ７ ２ ｄ を 載 置 す る 。 第 ２ 底 部 ７ ２ ｃ
の 径 は 、 第 ２ 開 口 部 ７ ２ ｂ の 径 よ り も 大 き く 、 先 端 部 １ １ が 第 ２ 中 空 部 ７ ２ の 中 で 遊 動 可
能 で あ る 。 色 調 整 用 チ ャ ー ト ７ ２ ｄ の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 用 チ ャ ー ト
６ ２ ｃ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 １ 容 器 ７ １ と 第 ２ 容 器 ７ ２ は 、 第 １ 底 部 ７ １ ｃ 側 と 第 ２ 底 部 ７ ２ ｃ 側 で 固 定 さ れ る 。 従
っ て 、 図 示 さ れ る 本 実 施 形 態 の よ う に 第 １ 容 器 ７ １ と 第 ２ 容 器 ７ ２ の 形 状 を 同 一 に し た 場
合 に は 、 色 調 整 用 治 具 ７ ０ は 一 体 形 状 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ７ ０ を 使 っ た 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ
ッ サ ２ ０ の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 の 手 順 は 、 第 １ 開 口 部 ７ １ ｂ か ら 第 １ 中 空 部
７ １ ａ に 先 端 部 １ １ を 挿 入 し て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 を 行 う 点 、 第 ２ 開 口 部 ７ ２ ｂ か ら
第 ２ 中 空 部 ７ ２ ａ に 先 端 部 １ １ を 挿 入 し て 色 調 整 を 行 う 点 で 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ
る 。 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 色 調 整 装 置 ２ ３ の 操 作 手 順 も 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
但 し 、 色 調 整 は 色 調 整 用 チ ャ ー ト ７ ２ ｄ の 一 種 類 し か 行 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
し か し 、 内 視 鏡 装 置 で 撮 像 さ れ る 体 腔 内 は 、 主 に 赤 色 と 黄 色 で 構 成 さ れ る の で 、 第 ２ の 実
施 形 態 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 を 行 う だ け で も 簡 易 的 に 色 調 整 を 行 う こ と が 可
能 で あ る 。 さ ら に 、 第 １ の 実 施 形 態 に 比 べ て 、 容 器 外 形 の 径 を 小 さ く す る こ と が で き る メ
リ ッ ト が あ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 内 視 鏡 装 置 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ
る 。 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 色 調 整 治 具 ６ ０ の 代 わ り に 、 色 調 整 治 具 ８ ０ を 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ８ ０ の 斜 視 図 を 示 す 。 図 ７ は 、 色 調
整 治 具 ８ ０ の 透 視 図 を 示 す 。 図 示 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 容 器 の 外 形 の 条 件 は 、 第
１ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 色 調 整 治 具 ８ ０ は 、 そ の 両 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 開 口
部 ８ １ ａ 、 ８ １ ｂ を 貫 通 し 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ が 挿 入 可 能 な 中 空 部 ８ １ を
備 え る 。 中 空 部 ８ １ の 形 状 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 中 空 部 ６ １ の 条 件 と 同
様 で あ る 。 色 調 整 治 具 ８ ０ は 、 第 ２ 開 口 部 近 傍 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ る 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ を
備 え る （ 図 ７ の 矢 印 参 照 ） 。 図 ８ 、 ９ に 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ の 斜 視 図 を 示 す 。 回 動 方 向 は 逆 で
も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
第 １ 開 口 部 ８ １ ａ の 径 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ と 同 様 で あ る
。 第 ２ 開 口 部 ８ １ ｂ の 径 は 、 第 １ 開 口 部 ８ １ ａ の 径 よ り も 大 き く 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の
先 端 部 １ １ が 中 空 部 ８ １ の 中 で 遊 動 可 能 で あ る 。 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ は 、 一 方 の 面 に ホ ワ イ ト
バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｃ を 、 他 の 一 方 の 面 に 色 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｄ を 載 置 す る （
図 ８ 、 ９ 参 照 ） 。 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ は 、 蓋 体 を 構 成 す る 円 形 上 で あ っ て 円 形 の 中 心 を 通 る 回
動 軸 ８ １ ｆ を 有 す る （ 図 ８ 、 ９ で は 図 示 せ ず 、 図 ７ 参 照 ） 。 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ は 、 回 動 軸 ８
１ ｆ で 第 ２ 開 口 部 ８ １ ｂ に 軸 支 さ れ る 。 回 動 軸 ８ １ ｆ を 中 心 と し た 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ の 回 動
に よ り 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ を 構 成 す る い ず れ か の 面 が 、 中 空 部 ８ １ 側 に 向 か っ て 第 ２ 開 口 部 ８
１ ｂ と 密 着 す る 。 従 っ て 、 第 ２ 開 口 部 ８ １ ｂ と 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ の 外 形 は 同 一 形 状 で あ る 。
こ の 密 着 に よ り 、 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ を 構 成 す る い ず れ か の 面 が 有 す る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整
用 チ ャ ー ト ８ １ ｃ 、 又 は 色 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｄ が 、 中 空 部 ８ １ を 介 し て 第 １ 開 口 部 ８ １
ａ か ら 、 観 察 可 能 で あ る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｃ の 構 成 は 、 第 １ の 実 施
形 態 に お け る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ６ １ ｃ の 構 成 と 同 じ で あ る 。 色 調 整 用 チ ャ
ー ト ８ １ ｄ の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 用 チ ャ ー ト ６ ２ ｃ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ８ ０ を 使 っ た 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ
ッ サ ２ ０ の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 の 手 順 は 、 第 １ 開 口 部 ８ １ ａ か ら 中 空 部 ８ １
に カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ を 挿 入 し て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 を 行 う 点 で 、 第 １
の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 但 し 、 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 同 じ 中 空 部 ８ １ に カ ラ ー ス コ ー プ
１ ０ の 先 端 部 １ １ を 挿 入 し た ま ま で 、 色 調 整 も 行 う こ と が 出 来 る 点 で 異 な る 。 す な わ ち 、
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 行 う 場 合 は 、 第 ２ 開 口 部 ８ １ ｂ に 軸 支 さ れ た 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ を 回
動 さ せ 、 中 空 部 ８ １ 側 か ら 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｃ が 観 察 出 来 る よ う に
す る 。 ま た 、 色 調 整 を 行 う 場 合 は 、 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ を 回 動 軸 ８ １ ｆ 中 心 に 反 転 さ せ 、 中 空
部 ８ １ 側 か ら 、 色 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｄ が 観 察 出 来 る よ う に す る 。 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０
の 色 調 整 装 置 ２ ３ の 操 作 手 順 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。 但 し 、 色 調 整 は 色 調 整 用 チ
ャ ー ト ８ １ ｄ の 一 種 類 し か 行 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
し か し 、 内 視 鏡 装 置 で 撮 像 さ れ る 体 腔 内 は 、 主 に 赤 色 と 黄 色 で 構 成 さ れ る の で 、 第 ３ の 実
施 形 態 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 を 行 う だ け で も 簡 易 的 に 色 調 整 を 行 う こ と が 可
能 で あ る 。 さ ら に 、 第 １ の 実 施 形 態 に 比 べ て 、 容 器 外 形 の 径 を 小 さ く す る こ と が で き る メ
リ ッ ト が あ る 。 ま た 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 比 べ て も 、 容 器 外 形 の 径 を 小 さ く す る こ と が で き
る メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
な お 、 上 記 回 動 蓋 体 ８ １ ｅ に 替 え て 、 板 状 の 蓋 体 の 両 面 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー
ト ８ １ ｃ 、 及 び 色 調 整 用 チ ャ ー ト ８ １ ｄ を 載 置 し た 板 状 蓋 体 を 第 ２ 開 口 部 ８ １ ｂ と 垂 直 な
方 向 に 移 動 し て 挿 脱 可 能 な 構 成 と し 、 板 状 蓋 体 の 表 裏 を 切 り 替 え て 使 用 す る 構 成 と し て も
よ い が 、 こ の 場 合 は 、 板 状 蓋 体 が 色 調 整 治 具 ８ ０ と 分 離 す る の で 、 保 管 上 、 操 作 上 の 観 点
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か ら 、 上 述 の 第 ３ 実 施 形 態 の よ う に 回 動 蓋 体 に よ る 構 成 の 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
次 に 、 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 内 視 鏡 装 置 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ
る 。 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 色 調 整 治 具 ６ ０ の 代 わ り に 、 色 調 整 治 具 ９ ０ を 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ９ ０ の 斜 視 図 を 示 す 。
図 １ １ は 、 色 調 整 治 具 ９ ０ の 透 視 図 を 示 す 。 図 １ ２ は 、 色 調 整 治 具 ９ ０ の う ち 、 回 動 蓋 体
９ １ ｆ と 回 動 軸 ９ １ ｇ の 部 分 の 斜 視 図 を 示 す 。 図 示 す る よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 色 調 整 治
具 ９ ０ の 外 形 の 条 件 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 色 調 整 治 具 ９ ０ は 、 そ の 両 端 部 に 形
成 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ａ 、 ９ １ ｂ を 貫 通 し 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ が
挿 入 可 能 な 中 空 部 ９ １ を 備 え る 。 中 空 部 ９ １ の 形 状 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第
１ 中 空 部 ６ １ の 条 件 と 同 様 で あ る 。
色 調 整 治 具 ９ ０ は 、 第 ２ 開 口 部 を 臨 む 部 分 を 有 す る 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ と 、 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ の
第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ に 臨 む 部 分 を 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ と 相 対 移 動 可 能 に 保 持 す る 保 持 機 構 す な
わ ち 回 動 軸 ９ １ ｇ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
第 １ 開 口 部 ９ １ ａ の 径 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 開 口 部 ６ １ ａ の 条 件 と 同 じ
で あ る 。 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ の 径 の 条 件 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ 底 部 ６ １ ｂ の 条 件
と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
回 動 蓋 体 ９ １ ｆ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ 、 第 １ 、 第 ２ 色 調 整 用 チ ャ ー
ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ を 同 一 面 上 に 載 置 す る 。 回 動 軸 ９ １ ｇ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ
ー ト ９ １ ｃ を 載 置 す る 面 と 垂 直 な 回 動 軸 で あ り 、 色 調 整 治 具 ９ ０ の 中 心 軸 と 同 じ 位 置 に あ
る 。 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ を 載 置 す る 面 を 中 空 部 ９
１ 側 に し て 回 動 軸 ９ １ ｇ に 軸 支 さ れ る 。 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ は 、 回 動 軸 ９ １ ｇ を 中 心 に 回 動 可
能 で あ る （ 図 １ ０ 、 図 １ １ 、 図 １ ２ の 矢 印 参 照 ） 。 回 動 方 向 は 逆 で も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ と 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ 、 第 １ 、 第 ２ 色 調 整 用 チ ャ
ー ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ 、 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ 、 及 び 回 動 軸 ９ １ ｇ の 位 置 関 係 は 、 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ
の 回 動 軸 ９ １ ｇ を 中 心 と し た 回 動 に よ り 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ の 中 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整
用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ 、 ま た は 第 １ 色 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｄ 、 ま た は 第 ２ 色 調 整 用 チ ャ ー ト ９
１ ｅ の い ず れ か １ つ が 含 ま れ 、 こ れ が 中 空 部 ９ １ を 介 し て 第 １ 開 口 部 ９ １ ａ 側 か ら 観 察 可
能 に な る よ う に 配 置 す る 。 具 体 的 に は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ と 、 第 １
、 第 ２ 色 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ を 、 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ と 回 動 軸 ９ １ ｇ の 交 点 を 中 心
と し た 同 心 円 上 で あ っ て 、 互 い に 等 距 離 に あ る 位 置 に 配 置 す る 。 チ ャ ー ト ９ １ ｃ 、 ９ １ ｄ
、 ９ １ ｅ の そ れ ぞ れ は 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ の 外 形 と 同 一 か そ れ よ り も 小 さ く す る 。 第 ２ 開
口 部 ９ １ ｂ は 、 チ ャ ー ト ９ １ ｃ 、 ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ の い ず れ か だ け が 含 ま れ る 位 置 に 配 置 す
る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 図 １ １ は 、 ホ ワ イ ト チ ャ ー ト ９ １ ｃ が 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ に 含 ま れ る 状
態 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 ９ ０ を 使 っ た 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ
ッ サ ２ ０ の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 の 手 順 は 、 第 １ 開 口 部 ９ １ ａ か ら 中 空 部 ９ １
に カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 １ １ を 挿 入 し て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 を 行 う 点 で 、 第 １
の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 但 し 、 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 同 じ 中 空 部 ９ １ に カ ラ ー ス コ ー プ
１ ０ の 先 端 部 １ １ を 挿 入 し た ま ま で 、 色 調 整 も 行 う こ と が 出 来 る 点 で 異 な る 。 す な わ ち 、
回 動 蓋 体 ９ １ ｆ を 回 動 さ せ て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 行 う 場 合 は 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ 内
に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ が 入 る よ う に し 、 中 空 部 ９ １ を 介 し て 第 １ 開 口
部 ９ １ ａ 側 か ら 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ が 観 察 出 来 る よ う に す る 。 ま た
、 色 調 整 を 行 う 場 合 は 、 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ を さ ら に 回 動 さ せ 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ 内 に 色 調 整
用 チ ャ ー ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ の い ず れ か が 入 る よ う に し 、 中 空 部 ９ １ を 介 し て 第 １ 開 口 部 ９
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１ ａ 側 か ら 、 第 １ 、 第 ２ 色 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ の い ず れ か が 観 察 出 来 る よ う に
す る 。 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 色 調 整 装 置 ２ ３ の 操 作 手 順 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ れ に よ り 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ よ う に 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び ２ 種 類 の 色 調 整 を
行 う こ と が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 第 １ の 実 施 形 態 に 比 べ て 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部
１ １ の 挿 入 を し た ま ま 、 ３ 種 類 の 色 調 整 な ど が 可 能 に な る 点 で 、 操 作 が 簡 単 に な る メ リ ッ
ト が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 第 ４ 実 施 形 態 に お い て も 、 上 記 回 動 軸 ９ １ ｇ に 替 え て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 用 チ
ャ ー ト ９ １ ｃ 及 び 色 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ を 同 一 面 上 に 載 置 し た 板 状 蓋 体 を 第 ２
開 口 部 ９ １ ｂ と 平 行 な 方 向 に 移 動 可 能 な 構 成 と し 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ に 臨 む チ ャ ー ト が 移
動 可 能 な 保 持 機 構 と し て も よ い 。 し か し 、 こ の 場 合 使 用 し て い な い ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整
用 チ ャ ー ト ９ １ ｃ 、 及 び 色 調 整 用 チ ャ ー ト ９ １ ｄ 、 ９ １ ｅ の 内 い ず れ か の チ ャ ー ト 部 分 が
突 出 し て 大 型 化 す る た め 、 上 述 の 第 ４ 実 施 形 態 の よ う に 、 回 動 蓋 体 ９ １ ｆ 、 回 動 軸 ９ １ ｇ
に よ る 構 成 の 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
な お 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 カ ラ ー ス コ ー プ １ ０ 及 び カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ の ホ ワ イ ト
バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 の 手 順 を 説 明 し た が 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ と カ ラ ー プ リ ン タ の 間 で
の 色 調 整 に つ い て も 、 色 調 整 治 具 ６ ０ 、 ７ ０ 、 ８ ０ 、 ９ ０ を 使 う と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 及 び 色 調 整 の チ ャ ー ト を 用 い た 調 整
手 順 を 説 明 し た が 、 こ の チ ャ ー ト を 白 と 黒 の グ ラ デ ー シ ョ ン を 構 成 す る チ ャ ー ト を 用 い る
こ と に よ っ て 、 ガ ン マ 補 正 や 明 る さ 、 暗 さ の 調 整 を す る こ と も 可 能 で あ る 。 要 す る に 、 本
発 明 の 調 整 治 具 を 使 用 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 装 置 の 映 像 特 性 に 関 す る 調 整 が 簡 易 に 効 果
的 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に よ り 、 保 管 及 び 使 用 に 便 利 な 内 視 鏡 用 の 色 調 整 治 具 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 透 視 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 透 視 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ７ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 透 視 図 を 示 す 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 回 動 蓋 体 の 一 方 の 面 か ら み た 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 回 動 蓋 体 の も う 一 方 の 面 か ら み た 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 色 調 整 治 具 の 透 視 図 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 回 動 蓋 体 と 回 動 軸 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 カ ラ ー ス コ ー プ
２ ０ 　 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ
４ ０ 　 カ ラ ー モ ニ タ
６ ０ 、 ７ ０ 、 ８ ０ 、 ９ ０ 　 色 調 整 治 具
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于内窥镜的颜色调节夹具，便于存储和使用。 
根据本发明的用于电子内窥镜的颜色调节夹具是具有柱形形状的夹具，
并且电子内窥镜的颜色范围的尖端部分从形成在夹具的端部处的开口敞
开。 设有三个中空部分。 白平衡调整图放置在面向第一中空部分内部并
面向笔尖的第一底部上。 在面向第二凹口尖端的第二底部和面向第三凹
口尖端的第三底部上放置色彩调节图。 [选择图]图2
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